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国土地理院提唱

『衛星測位を活用した測量業務の効率化の実現に

向けた』 プロジェクト

 2014年4月1日公開

二つのマニュアル

– GNSS測量による標高の測量マニュアル

– 電子基準点のみを既知点とした基準点測量マニュアル

SSP（スマートサーベイプロジェクト）



スマート・サーベイ・プロジェクト策定の背景

国土地理院が、基準点等利用者を対象とした調査結果を
受け、測量業務の効率化を検討、公共測量における新マ
ニュアル（案）を策定し、効率化の実現を図る。
プロジェクト実施期間、平成２４年１１月～平成２６年３月。

テーマ① 水準点が不足している！
→ GNSS測量と高精度なジオイド・モデルを利用し

て標高を３～５cmの精度で求めることを検討。

テーマ② 三角点が利用しにくい場所にある！
→ 電子基準点のみを既知点とした基準点測量の

適用範囲の拡大を検討。
http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/public/ssp/index.html



マニュアル利用のメリット

作業時間

経費
大幅削減



H26年4月 三角点・電子基準点標高改定

– 測量時期・測量方法の違いによる成果標高の乖離

– ジオイドモデルの改定

– 測地成果2011移行に伴う標高不整合

– 電子基準点楕円体高改定

標高成果計算が必要になることも！

⇒TOWISEではPatchJGDとの連動ツールをご用意

標高改定と精密ジオイド

http://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/hyokorev-top.html

http://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/hyokorev-calc.html



電子基準点のみを既知点とした２級基準点測量

1級1級

1級 1級 2級2級
2級

2級



パラメータファイルの適用
– セミ・ダイナミック補正（2014年版：SemiDyna2014.par）

– ジオイド補正（最新版：gsigeo2011_ver1.asc)

既知点の成果値は緯度・経度・楕円体高を使用

新点は標高を算出

マニュアルのポイント

http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/semidyna/download/index.htm



作業管理で対応

– 作業区分指定における
制限値自動設定

– パラメータファイルの
指定における自動補正

TOWISE5.3の対応



TOWISE5.3の対応

既知点（電子基準点）
元期座標（経緯度・楕円体高）の入力

解析開始点
今期座標（経緯度・楕円体高）適用

網平均計算



TOWISE5.3の対応

既知点（電子基準点）
今期座標（経緯度・楕円体高）の入力

解析開始点
今期座標（経緯度・楕円体高）適用

網平均計算

標高成果

http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/public/qanda/gijutsu.html#q15



GNSS測量による標高の測量マニュアル

3級以上のレベル

2級以上の標尺

70m以内

往復較差10mm√S

重複点検
N E=20mm
U =40mm

閉合差点検
15mm√S



標準として多角網を形成する

 6時間以上の連続観測

パラメータファイルの適用
– セミ・ダイナミック補正（2014年版：SemiDyna2014.par）
– ジオイド補正（最新版：gsigeo2011_ver1.asc）

既知点の成果値は緯度・経度・標高を使用

GNSS水準用各種計算・帳票が必要

マニュアルのポイント



GNSS水準路線

あるいは、

電子基準点
（水準測量による）

経緯度を取り付けた
一～二等水準点，１～２級水準点

最も近い
電子基準点

既知点間距離60km以内

6km～40km6km～40km 6km～40km

電子基準点
（水準測量による）

電子基準点
（水準測量による）

新点 新点

新点 新点



作業管理で対応

– 作業区分指定における
制限値・帳票対応

– パラメータファイルの
指定における自動補正

TOWISE5.3の対応



TOWISE5.3の対応
既知点（電子基準点）

今期座標（経緯度・標高）の入力

解析開始点
今期座標（経緯度・楕円体高）適用

網平均計算



TOWISE5.3の対応
既知点（電子基準点）

今期座標（経緯度・標高）の入力

解析開始点
今期座標（経緯度・楕円体高）適用

網平均計算

標高成果



TOWISE5.3の対応

偏心（既知点） 偏心（新点）

●GNSS水準測量では、偏心がありえる

●偏心観測は、レベル観測により比高差算出

Trimble Dini07
（２級デジタルレベル）

LC-700
（水準測量用観測プログラム）

水準APA出力
TOWISE
水準プログラム



TOWISE5.3の対応（偏心補正計算）



GNSS水準標準様式（記載例）

http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/public/ssp/download.html



 静止観測の基線解析にて、QZSS解析に対応！

☞QZSS対応機器：

R10 NetR9 R8GNSS R6GNSS R4GNSS

☞efit+ 静止観測の取得衛星：GPS、GLONASS、QZSS
T41XG/XY Nomad Pathfinder

☞電子基準点データ：GPS、GLONASS、QZSS

TBC-JSL Ver1.4.2.0

より多くの衛星確保による
精度向上を追求

Trimble Buisiness Center Japan Survey Light

基線解析ソフトウェア



最新機器の展示

☞R10 GNSS VRS観測実演もあります

 TOWISE Ver 5.3.0.0の展示

☞SSP 2級基準点・3級水準点の操作実演

☞帳票サンプルもご用意

Trimble GPS/GNSS機器に関するご相談も承ります!

GNSSブースのご案内



日本テラサット株式会社

電子基準点750点以上を利用してVRS情報を生成

スマートフォンを利用し観測地点の豊富な情報
をリアルタイムに提供

– スカイプロット

– 大気圏状態 など

詳しくは「日本テラサット」ブースへ！

VRS配信会社のご案内



配信料金



配信料金



ご清聴ありがとうございました。
GNSSブースでお待ちしております。


